
　当社はプロ用作業工具のメーカー、信頼のブランド　TONE
として、様々な製品を開発、製造し、供給してまいりました。
主力製品の一つであるソケットレンチは、当社が国内で初めて
生産を開始したTONEの原点ともいえる製品ですが、多様化、
高度化していく社会のニーズに応えるため、製品ラインナップの
充実に努め、トルクレンチなど締付力管理工具やチタン、ステ
ンレスなど新たな素材を採用した新工具の開発にも注力してま
いりました。現在では、TONE製品は、国内はもとより広く海
外でもご採用いただいており、着実に実績を積み重ねておりま
す。当社はこれからも工具にたずさわり、工具を通して社会に
貢献してまいりたいと願っております。

　当社がこれまで培ってまいりました締結に関する技術は、世
界トップシェアを誇りますシヤーレンチをはじめ、様々な締付
力管理機器やボルト締結機器に活かされております。
　より高精度に締付力を管理したい、より作業者の負担を軽減
したい、より作業効率を向上させたい、そんなお客様の声を製
品とサービスという形で具現化し、安全、安心、確実な締付け
作業を提供してまいりました。当社はこれからも常にお客様に

「満足」と「感動」、そして期待以上の「価値」を提供してまい
りたいと願っております。

作業工具類

機 器 類

海 外 展 開

事業紹介

ア ジ ア … 中国・韓国・台湾
タイ・シンガポール・インドネシア

北 米・ 南 米 … アメリカ・カナダ・チリ・ペルー
欧 州 … イギリス・フランス
そ の 他 … インド・中近東

　TONE製品は世界中のプロフェッショナルに
ご愛用いただいております。今後も「ボルト締
結に関することは全てお任せください。」の精神
に基づき、多様な顧客要望を採り入れた製品の
提供に努め、TONEブランドが世界の高級工
具・機器の代名詞となることを目指して、積極
的な海外展開を図ってまいります。

■ステンレスツール

■トルクレンチ

■工具セット

■タイヤレンチ

■電動パワーデジトルク

■シンプルトルコン

■シヤーレンチ

■デジトルク

アジア
47.6%

北米・南米
41.2%

その他
1.5%欧州

9.7%

第78期　中間報告書
平成24年6月1日から平成24年11月30日まで　証券コード：５９６７

■ソケットレンチ

株主の皆様へ

事 業 年 度 毎年6月1日から翌年5月31日まで

定 時 株 主 総 会 毎年8月

基 準 日 定時株主総会の議決権    ５月31日
期     末     配     当     ５月31日
中     間     配     当   11月30日

単 元 株 式 数 1,000株

株 主 名 簿 管 理 人 東京都千代田区丸の内一丁目４番５号
三菱UFJ信託銀行株式会社 

同 事 務 取 扱 場 所 〒 541-8502
大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
三菱UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部
ＴＥＬ 0120-094-777（通話料無料）

特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

各 種 お 問 合 せ 先
郵 便 物 送 付 先

三菱UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部
〒 541-8583大阪市中央区北浜二丁目４番６号
ＴＥＬ 0120-255-100（通話料無料）
ホームページ　http://www.tr.mufg.jp/daikou/

公 告 方 法 電子公告
http://www.tonetool.co.jp/
ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子
公告ができない場合は、日本経済新聞に掲載いたし
ます。

上 場 証 券 取 引 所 大阪証券取引所　市場第二部

証 券 コ ー ド 5967

(ご注意)
１.株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口

座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっておりま
す。口座を開設されている証券会社等にお問合せください。株主名簿管理人 
(三菱UFJ信託銀行株式会社）ではお取り扱いできませんのでご注意くだ
さい。

２.特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ
信託銀行株式会社が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口
座管理機関（三菱UFJ信託銀行株式会社）にお問合せください。なお、三菱
UFJ信託銀行株式会社全国各支店にてもお取次ぎいたします。

３.未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行株式会社本支店でお支払
いいたします。

トピックス 株主メモ

〒556-0017　大阪市浪速区湊町二丁目1番57号

この報告書に関するお問合せは下記までお願いします。
管理部 TEL.06-6649-5967
http://www.tonetool.co.jp/

平成24年8月、河内長
野工場にショールームを
開設しました。総合カタ
ログ掲載製品を中心に約
4,000アイテムを展示し
ております。重量鉄骨や
大型トラックのホイール
などのデモ用部材を設置
し、実際に製品を使用していただける体験型施設として、代理
店や販売店の皆様の研修にもご利用いただいております。

また、ソケットレンチ、ラチェットハンドル371やシヤーレ
ンチなどのTONEを代表する製品の旧型品や歴史年表も展示し
ており、製品の変遷やTONEの歴史もご紹介しております。

東海道新幹線における東海地震などの
巨大地震に備えて進めている地震対策工
事用として、脱線防止ガード敷設用レン
チを開発し、活用いただいております。

本レンチは、1台で異なる複数のボル
ト締付けに対応することで高い作業効率
を実現しており、また、夜間工事対応

（LEDランプによる締付合否確認、低騒
音駆動）や、締付け結果の管理にも対応
し、安心・安全な暮らしをサポートして
おります。

■ ショールーム開設

■ ツールキャビン

■ 脱線防止ガード敷設用レンチ

Show Room

工具類の収納、移動から作
業台まで、マルチに使用可能
なキャスター付き工具収納具

「ツールキャビン」をリリース
いたしました。

天 面 には、内 部に 収 納 ス
ペースを設けたスライド開閉
式作業台を備えるなど、利便
性 を 確 保し な がら、ストッ
パー付の大型幅広キャスター、
引出しロック機能やボールベ
アリング式の引出しレールなどを採用することで、使い勝手と安
全性・強度の両立を実現。TONEコーポレートカラーの赤・黒・
シルバーをバランスよく配色することで、洗練されたデザインと
なっております。

New Product
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通期 第2四半期累計

売上高 四半期（当期）純利益 1株当たり四半期（当期）純利益

連結貸借対照表 連結損益計算書

連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円） （単位：千円）

（単位：千円）

第2四半期連結財務諸表

取 締 役 社 長 佐　藤　憲　史

常 務 取 締 役 松　村　昌　造

取 締 役 矢　野   大司郎

取 締 役 平　尾　昌　彦

常 勤 監 査 役 池　田　澄　朗

社 外 監 査 役 山　上　和　則

社 外 監 査 役 滝　川　雄　吉

商 号 前田金属工業株式会社
Maeda Metal Industries,Ltd.

創 業 大正14年１月

創 立 昭和13年８月６日

組 織 変 更 昭和24年７月27日

資 本 金 605,000,000円

従 業 員 数 128名（連結）

役　員

事　業　所

会社の概要（平成24年11月30日現在）

ホームページのご紹介

当社ホームページでは､ 新製品･展示会などの情報を掲載していま
す｡ 是非ご覧いただき､ 皆様のご意見･ご要望をお聞かせください｡

http://www.tonetool.co.jp/

き、あらゆる諸経費の圧縮に努め
たことにより、営業利益は2億2千
3百万円（前年同期比34.7％増）、
経常利益は2億3千5百万円（前年
同期比31.5％増）となりました。

しかしながら、保有株式の価格
下落による投資有価証券評価損6千
1百万円の計上を余儀なくされ、四
半期純利益は1億3千5百万円（前
年同期比183.9％増）となりまし
た。

なお、中間配当金につきまして
は、将来の事業計画、業績、配当

性向ならびに財務状況など総合的に勘案いたしまして、1株につき3
円を実施させていただきました。

今後の見通しにつきましては、緊急経済対策による景気回復は期
待されますものの、世界的な景気の減速傾向、とりわけ対中貿易の
大幅な縮小、欧州の信用不安などにより景気の先行きについては不
透明な状況にあります。

当社グループといたしましては、このような厳しい環境変化に耐
え得る企業構造の確立を目指し、営業体制の改革、生産体制の増強、
新製品開発の強化、財務体質の強化、及び人材育成に取り組んでま
いりますとともに、売上確保、コスト削減に努めてまいります。

株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支援ご鞭撻を賜
りますようお願い申し上げます。

平成25年2月

株主の皆様には、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。
さて、当社グループはこのたび第78期第2四半期（平成24年6月

1日から平成24年11月30日まで）決算を終了いたしましたので、
ここに事業の概要をご報告申し上げます。

当第2四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の
復興需要などを背景に、緩やかに回復しつつありますが、欧州の債
務問題に加え、中国経済の減速懸念ならびに日中関係の悪化など世
界的な経済減速の影響が深刻化してきており、企業を取り巻く環境
は依然として不透明な状況で推移いたしました。

このような経済状況のもと、当社グループは「ボルト締結分野」
での優位性を更に高めるため、生産・出荷体制の刷新と製品開発力
の強化を目的に新工場を建設し、操業を開始いたしました。新工場
には実際に製品に触れていただくことができる体験型ショールーム
を設置し、お客様により一層当社の製品を知っていただき、理解を
深めていただけるよう努めてまいりました。また、国内外市場で信
頼されるブランドの育成を最重点課題と位置付け「TONEブランド」
の浸透を図るために、品質の向上、お客様要望を的確に捉えた新製
品の開発と製品供給に努めてまいりました。さらに市場深耕を図る
ため特殊品受注をより一層推進するなど売上高の伸長に懸命な努力
をいたしました。

その結果、作業工具類の売上高は、回復に向かいつつある個人消
費・設備投資の増加などを背景に、11億8千8百万円となりました。
機器類の売上高は、特殊品受注に加え、東南アジア向け輸出や北米
市場の緩やかな回復にも支えられ8億2千6百万円となりました。従
いまして当第2四半期連結累計期間における売上高合計は20億1千5
百万円（前年同期比9.7％増）となりました。

損益面につきましては、売上高の増加を主因に改善することがで

科　目
当第2四半期連結累計期間
［平成24年  6月  1日から］平成24年11月30日まで

前第2四半期連結累計期間
［平成23年  6月  1日から］平成23年11月30日まで

営業活動によるキャッシュ・フロー 180,413 77,020

投資活動によるキャッシュ・フロー 96,741 △241,700

財務活動によるキャッシュ・フロー △223,140 113,017

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 54,014 △51,661

現金及び現金同等物の期首残高 190,181 261,646

現金及び現金同等物の四半期末残高 244,195 209,984

科　目 当第2四半期末
（平成24年11月30日現在）

前　期　末
（平成24年5月31日現在）

資産の部

流動資産 2,824,659 2,631,028

固定資産 2,355,446 2,454,320

　有形固定資産 1,470,323 1,476,919

　無形固定資産 96,297 112,687

　投資その他の資産 788,826 864,713

資産の部合計 5,180,106 5,085,349

負債の部

流動負債 2,051,197 2,028,870

固定負債 1,083,536 1,204,467

負債の部合計 3,134,733 3,233,337

純資産の部

株主資本 1,994,258 1,883,505

　資本金 605,000 605,000

　資本剰余金 163,380 163,380

　利益剰余金 1,595,016 1,518,365

　自己株式 △369,138 △403,240

その他の包括利益累計額 51,114 △31,494

　その他有価証券評価差額金 51,114 △31,494

純資産の部合計 2,045,372 1,852,011

負債及び純資産の部合計 5,180,106 5,085,349

科　目
当第2四半期連結累計期間
［平成24年  6月  1日から］平成24年11月30日まで

前第2四半期連結累計期間
［平成23年  6月  1日から］平成23年11月30日まで

売上高 2,015,412 1,837,053

　売上原価 1,223,084 1,157,470

売上総利益 792,328 679,583

　販売費及び一般管理費 569,005 513,822

営業利益 223,322 165,760

　営業外収益 20,839 20,379

　営業外費用 9,154 7,452

経常利益 235,007 178,687

　特別損失 61,013 129,414

税金等調整前四半期純利益 173,993 49,273

法人税、住民税及び事業税 38,721 1,623

少数株主損益調整前四半期純利益 135,271 47,649

四半期純利益 135,271 47,649

本 社 〒 556-0017　大阪市浪速区湊町二丁目1番57号
TEL（06）6649-5967

河内長野工場 〒 586-0026　河内長野市寿町6番25号
TEL（0721）56-8721

富田林工場 〒 584-0023　富田林市若松町東三丁目3番6号
TEL（0721）25-9605

国 内 営 業 部

札幌営業所 〒 007-0840　札幌市東区北40条東十九丁目2番12号
TEL（011）782-4544

仙台営業所 〒 984-0037　仙台市若林区蒲町字原田南32番1号
TEL（022）282-2161

新潟営業所 〒 955-0056　三条市嘉坪川一丁目2番29号
TEL（0256）36-6875

東京営業所 〒 150-0013　東京都渋谷区恵比寿二丁目27番24号
TEL（03）3446-3911

名古屋営業所 〒 464-0850　名古屋市千種区今池二丁目2番36号
TEL（052）741-0043

大阪営業所 〒 556-0017　大阪市浪速区湊町二丁目1番57号
TEL（06）6649-5982

広島営業所 〒 731-0111　広島市安佐南区東野一丁目18番21号
TEL（082）832-3171

福岡営業所 〒 812-0893　福岡市博多区那珂三丁目27番17号
TEL（092）411-7125

海 外 部 〒 556-0017　大阪市浪速区湊町二丁目1番57号
TEL（06）6649-5984
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き、あらゆる諸経費の圧縮に努め
たことにより、営業利益は2億2千
3百万円（前年同期比34.7％増）、
経常利益は2億3千5百万円（前年
同期比31.5％増）となりました。

しかしながら、保有株式の価格
下落による投資有価証券評価損6千
1百万円の計上を余儀なくされ、四
半期純利益は1億3千5百万円（前
年同期比183.9％増）となりまし
た。

なお、中間配当金につきまして
は、将来の事業計画、業績、配当

性向ならびに財務状況など総合的に勘案いたしまして、1株につき3
円を実施させていただきました。

今後の見通しにつきましては、緊急経済対策による景気回復は期
待されますものの、世界的な景気の減速傾向、とりわけ対中貿易の
大幅な縮小、欧州の信用不安などにより景気の先行きについては不
透明な状況にあります。

当社グループといたしましては、このような厳しい環境変化に耐
え得る企業構造の確立を目指し、営業体制の改革、生産体制の増強、
新製品開発の強化、財務体質の強化、及び人材育成に取り組んでま
いりますとともに、売上確保、コスト削減に努めてまいります。

株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支援ご鞭撻を賜
りますようお願い申し上げます。

平成25年2月

株主の皆様には、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。
さて、当社グループはこのたび第78期第2四半期（平成24年6月

1日から平成24年11月30日まで）決算を終了いたしましたので、
ここに事業の概要をご報告申し上げます。

当第2四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の
復興需要などを背景に、緩やかに回復しつつありますが、欧州の債
務問題に加え、中国経済の減速懸念ならびに日中関係の悪化など世
界的な経済減速の影響が深刻化してきており、企業を取り巻く環境
は依然として不透明な状況で推移いたしました。

このような経済状況のもと、当社グループは「ボルト締結分野」
での優位性を更に高めるため、生産・出荷体制の刷新と製品開発力
の強化を目的に新工場を建設し、操業を開始いたしました。新工場
には実際に製品に触れていただくことができる体験型ショールーム
を設置し、お客様により一層当社の製品を知っていただき、理解を
深めていただけるよう努めてまいりました。また、国内外市場で信
頼されるブランドの育成を最重点課題と位置付け「TONEブランド」
の浸透を図るために、品質の向上、お客様要望を的確に捉えた新製
品の開発と製品供給に努めてまいりました。さらに市場深耕を図る
ため特殊品受注をより一層推進するなど売上高の伸長に懸命な努力
をいたしました。

その結果、作業工具類の売上高は、回復に向かいつつある個人消
費・設備投資の増加などを背景に、11億8千8百万円となりました。
機器類の売上高は、特殊品受注に加え、東南アジア向け輸出や北米
市場の緩やかな回復にも支えられ8億2千6百万円となりました。従
いまして当第2四半期連結累計期間における売上高合計は20億1千5
百万円（前年同期比9.7％増）となりました。

損益面につきましては、売上高の増加を主因に改善することがで

科　目
当第2四半期連結累計期間
［平成24年  6月  1日から］平成24年11月30日まで

前第2四半期連結累計期間
［平成23年  6月  1日から］平成23年11月30日まで

営業活動によるキャッシュ・フロー 180,413 77,020

投資活動によるキャッシュ・フロー 96,741 △241,700

財務活動によるキャッシュ・フロー △223,140 113,017

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 54,014 △51,661

現金及び現金同等物の期首残高 190,181 261,646

現金及び現金同等物の四半期末残高 244,195 209,984

科　目 当第2四半期末
（平成24年11月30日現在）

前　期　末
（平成24年5月31日現在）

資産の部

流動資産 2,824,659 2,631,028

固定資産 2,355,446 2,454,320

　有形固定資産 1,470,323 1,476,919

　無形固定資産 96,297 112,687

　投資その他の資産 788,826 864,713

資産の部合計 5,180,106 5,085,349

負債の部

流動負債 2,051,197 2,028,870

固定負債 1,083,536 1,204,467

負債の部合計 3,134,733 3,233,337

純資産の部

株主資本 1,994,258 1,883,505

　資本金 605,000 605,000

　資本剰余金 163,380 163,380

　利益剰余金 1,595,016 1,518,365

　自己株式 △369,138 △403,240

その他の包括利益累計額 51,114 △31,494

　その他有価証券評価差額金 51,114 △31,494

純資産の部合計 2,045,372 1,852,011

負債及び純資産の部合計 5,180,106 5,085,349

科　目
当第2四半期連結累計期間
［平成24年  6月  1日から］平成24年11月30日まで

前第2四半期連結累計期間
［平成23年  6月  1日から］平成23年11月30日まで

売上高 2,015,412 1,837,053

　売上原価 1,223,084 1,157,470

売上総利益 792,328 679,583

　販売費及び一般管理費 569,005 513,822

営業利益 223,322 165,760

　営業外収益 20,839 20,379

　営業外費用 9,154 7,452

経常利益 235,007 178,687

　特別損失 61,013 129,414

税金等調整前四半期純利益 173,993 49,273

法人税、住民税及び事業税 38,721 1,623

少数株主損益調整前四半期純利益 135,271 47,649

四半期純利益 135,271 47,649

本 社 〒 556-0017　大阪市浪速区湊町二丁目1番57号
TEL（06）6649-5967

河内長野工場 〒 586-0026　河内長野市寿町6番25号
TEL（0721）56-8721

富田林工場 〒 584-0023　富田林市若松町東三丁目3番6号
TEL（0721）25-9605

国 内 営 業 部

札幌営業所 〒 007-0840　札幌市東区北40条東十九丁目2番12号
TEL（011）782-4544

仙台営業所 〒 984-0037　仙台市若林区蒲町字原田南32番1号
TEL（022）282-2161

新潟営業所 〒 955-0056　三条市嘉坪川一丁目2番29号
TEL（0256）36-6875

東京営業所 〒 150-0013　東京都渋谷区恵比寿二丁目27番24号
TEL（03）3446-3911

名古屋営業所 〒 464-0850　名古屋市千種区今池二丁目2番36号
TEL（052）741-0043

大阪営業所 〒 556-0017　大阪市浪速区湊町二丁目1番57号
TEL（06）6649-5982

広島営業所 〒 731-0111　広島市安佐南区東野一丁目18番21号
TEL（082）832-3171

福岡営業所 〒 812-0893　福岡市博多区那珂三丁目27番17号
TEL（092）411-7125

海 外 部 〒 556-0017　大阪市浪速区湊町二丁目1番57号
TEL（06）6649-5984
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通期 第2四半期累計

売上高 四半期（当期）純利益 1株当たり四半期（当期）純利益

連結貸借対照表 連結損益計算書

連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円） （単位：千円）

（単位：千円）

第2四半期連結財務諸表

取 締 役 社 長 佐　藤　憲　史

常 務 取 締 役 松　村　昌　造

取 締 役 矢　野   大司郎

取 締 役 平　尾　昌　彦

常 勤 監 査 役 池　田　澄　朗

社 外 監 査 役 山　上　和　則

社 外 監 査 役 滝　川　雄　吉

商 号 前田金属工業株式会社
Maeda Metal Industries,Ltd.

創 業 大正14年１月

創 立 昭和13年８月６日

組 織 変 更 昭和24年７月27日

資 本 金 605,000,000円

従 業 員 数 128名（連結）

役　員

事　業　所

会社の概要（平成24年11月30日現在）

ホームページのご紹介

当社ホームページでは､ 新製品･展示会などの情報を掲載していま
す｡ 是非ご覧いただき､ 皆様のご意見･ご要望をお聞かせください｡

http://www.tonetool.co.jp/

き、あらゆる諸経費の圧縮に努め
たことにより、営業利益は2億2千
3百万円（前年同期比34.7％増）、
経常利益は2億3千5百万円（前年
同期比31.5％増）となりました。

しかしながら、保有株式の価格
下落による投資有価証券評価損6千
1百万円の計上を余儀なくされ、四
半期純利益は1億3千5百万円（前
年同期比183.9％増）となりまし
た。

なお、中間配当金につきまして
は、将来の事業計画、業績、配当

性向ならびに財務状況など総合的に勘案いたしまして、1株につき3
円を実施させていただきました。

今後の見通しにつきましては、緊急経済対策による景気回復は期
待されますものの、世界的な景気の減速傾向、とりわけ対中貿易の
大幅な縮小、欧州の信用不安などにより景気の先行きについては不
透明な状況にあります。

当社グループといたしましては、このような厳しい環境変化に耐
え得る企業構造の確立を目指し、営業体制の改革、生産体制の増強、
新製品開発の強化、財務体質の強化、及び人材育成に取り組んでま
いりますとともに、売上確保、コスト削減に努めてまいります。

株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支援ご鞭撻を賜
りますようお願い申し上げます。

平成25年2月

株主の皆様には、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。
さて、当社グループはこのたび第78期第2四半期（平成24年6月

1日から平成24年11月30日まで）決算を終了いたしましたので、
ここに事業の概要をご報告申し上げます。

当第2四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の
復興需要などを背景に、緩やかに回復しつつありますが、欧州の債
務問題に加え、中国経済の減速懸念ならびに日中関係の悪化など世
界的な経済減速の影響が深刻化してきており、企業を取り巻く環境
は依然として不透明な状況で推移いたしました。

このような経済状況のもと、当社グループは「ボルト締結分野」
での優位性を更に高めるため、生産・出荷体制の刷新と製品開発力
の強化を目的に新工場を建設し、操業を開始いたしました。新工場
には実際に製品に触れていただくことができる体験型ショールーム
を設置し、お客様により一層当社の製品を知っていただき、理解を
深めていただけるよう努めてまいりました。また、国内外市場で信
頼されるブランドの育成を最重点課題と位置付け「TONEブランド」
の浸透を図るために、品質の向上、お客様要望を的確に捉えた新製
品の開発と製品供給に努めてまいりました。さらに市場深耕を図る
ため特殊品受注をより一層推進するなど売上高の伸長に懸命な努力
をいたしました。

その結果、作業工具類の売上高は、回復に向かいつつある個人消
費・設備投資の増加などを背景に、11億8千8百万円となりました。
機器類の売上高は、特殊品受注に加え、東南アジア向け輸出や北米
市場の緩やかな回復にも支えられ8億2千6百万円となりました。従
いまして当第2四半期連結累計期間における売上高合計は20億1千5
百万円（前年同期比9.7％増）となりました。

損益面につきましては、売上高の増加を主因に改善することがで

科　目
当第2四半期連結累計期間
［平成24年  6月  1日から］平成24年11月30日まで

前第2四半期連結累計期間
［平成23年  6月  1日から］平成23年11月30日まで

営業活動によるキャッシュ・フロー 180,413 77,020

投資活動によるキャッシュ・フロー 96,741 △241,700

財務活動によるキャッシュ・フロー △223,140 113,017

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 54,014 △51,661

現金及び現金同等物の期首残高 190,181 261,646

現金及び現金同等物の四半期末残高 244,195 209,984

科　目 当第2四半期末
（平成24年11月30日現在）

前　期　末
（平成24年5月31日現在）

資産の部

流動資産 2,824,659 2,631,028

固定資産 2,355,446 2,454,320

　有形固定資産 1,470,323 1,476,919

　無形固定資産 96,297 112,687

　投資その他の資産 788,826 864,713

資産の部合計 5,180,106 5,085,349

負債の部

流動負債 2,051,197 2,028,870

固定負債 1,083,536 1,204,467

負債の部合計 3,134,733 3,233,337

純資産の部

株主資本 1,994,258 1,883,505

　資本金 605,000 605,000

　資本剰余金 163,380 163,380

　利益剰余金 1,595,016 1,518,365

　自己株式 △369,138 △403,240

その他の包括利益累計額 51,114 △31,494

　その他有価証券評価差額金 51,114 △31,494

純資産の部合計 2,045,372 1,852,011

負債及び純資産の部合計 5,180,106 5,085,349

科　目
当第2四半期連結累計期間
［平成24年  6月  1日から］平成24年11月30日まで

前第2四半期連結累計期間
［平成23年  6月  1日から］平成23年11月30日まで

売上高 2,015,412 1,837,053

　売上原価 1,223,084 1,157,470

売上総利益 792,328 679,583

　販売費及び一般管理費 569,005 513,822

営業利益 223,322 165,760

　営業外収益 20,839 20,379

　営業外費用 9,154 7,452

経常利益 235,007 178,687

　特別損失 61,013 129,414

税金等調整前四半期純利益 173,993 49,273

法人税、住民税及び事業税 38,721 1,623

少数株主損益調整前四半期純利益 135,271 47,649

四半期純利益 135,271 47,649

本 社 〒 556-0017　大阪市浪速区湊町二丁目1番57号
TEL（06）6649-5967

河内長野工場 〒 586-0026　河内長野市寿町6番25号
TEL（0721）56-8721

富田林工場 〒 584-0023　富田林市若松町東三丁目3番6号
TEL（0721）25-9605

国 内 営 業 部

札幌営業所 〒 007-0840　札幌市東区北40条東十九丁目2番12号
TEL（011）782-4544

仙台営業所 〒 984-0037　仙台市若林区蒲町字原田南32番1号
TEL（022）282-2161

新潟営業所 〒 955-0056　三条市嘉坪川一丁目2番29号
TEL（0256）36-6875

東京営業所 〒 150-0013　東京都渋谷区恵比寿二丁目27番24号
TEL（03）3446-3911

名古屋営業所 〒 464-0850　名古屋市千種区今池二丁目2番36号
TEL（052）741-0043

大阪営業所 〒 556-0017　大阪市浪速区湊町二丁目1番57号
TEL（06）6649-5982

広島営業所 〒 731-0111　広島市安佐南区東野一丁目18番21号
TEL（082）832-3171

福岡営業所 〒 812-0893　福岡市博多区那珂三丁目27番17号
TEL（092）411-7125

海 外 部 〒 556-0017　大阪市浪速区湊町二丁目1番57号
TEL（06）6649-5984
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　当社はプロ用作業工具のメーカー、信頼のブランド　TONE
として、様々な製品を開発、製造し、供給してまいりました。
主力製品の一つであるソケットレンチは、当社が国内で初めて
生産を開始したTONEの原点ともいえる製品ですが、多様化、
高度化していく社会のニーズに応えるため、製品ラインナップの
充実に努め、トルクレンチなど締付力管理工具やチタン、ステ
ンレスなど新たな素材を採用した新工具の開発にも注力してま
いりました。現在では、TONE製品は、国内はもとより広く海
外でもご採用いただいており、着実に実績を積み重ねておりま
す。当社はこれからも工具にたずさわり、工具を通して社会に
貢献してまいりたいと願っております。

　当社がこれまで培ってまいりました締結に関する技術は、世
界トップシェアを誇りますシヤーレンチをはじめ、様々な締付
力管理機器やボルト締結機器に活かされております。
　より高精度に締付力を管理したい、より作業者の負担を軽減
したい、より作業効率を向上させたい、そんなお客様の声を製
品とサービスという形で具現化し、安全、安心、確実な締付け
作業を提供してまいりました。当社はこれからも常にお客様に

「満足」と「感動」、そして期待以上の「価値」を提供してまい
りたいと願っております。

作業工具類

機 器 類

海 外 展 開

事業紹介

ア ジ ア … 中国・韓国・台湾
タイ・シンガポール・インドネシア

北 米・ 南 米 … アメリカ・カナダ・チリ・ペルー
欧 州 … イギリス・フランス
そ の 他 … インド・中近東

　TONE製品は世界中のプロフェッショナルに
ご愛用いただいております。今後も「ボルト締
結に関することは全てお任せください。」の精神
に基づき、多様な顧客要望を採り入れた製品の
提供に努め、TONEブランドが世界の高級工
具・機器の代名詞となることを目指して、積極
的な海外展開を図ってまいります。

■ステンレスツール

■トルクレンチ

■工具セット

■タイヤレンチ

■電動パワーデジトルク

■シンプルトルコン

■シヤーレンチ

■デジトルク

アジア
47.6%

北米・南米
41.2%

その他
1.5%欧州

9.7%

第78期　中間報告書
平成24年6月1日から平成24年11月30日まで　証券コード：５９６７

■ソケットレンチ

株主の皆様へ

事 業 年 度 毎年6月1日から翌年5月31日まで

定 時 株 主 総 会 毎年8月

基 準 日 定時株主総会の議決権    ５月31日
期     末     配     当     ５月31日
中     間     配     当   11月30日

単 元 株 式 数 1,000株

株 主 名 簿 管 理 人 東京都千代田区丸の内一丁目４番５号
三菱UFJ信託銀行株式会社 

同 事 務 取 扱 場 所 〒 541-8502
大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
三菱UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部
ＴＥＬ 0120-094-777（通話料無料）

特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

各 種 お 問 合 せ 先
郵 便 物 送 付 先

三菱UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部
〒 541-8583大阪市中央区北浜二丁目４番６号
ＴＥＬ 0120-255-100（通話料無料）
ホームページ　http://www.tr.mufg.jp/daikou/

公 告 方 法 電子公告
http://www.tonetool.co.jp/
ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子
公告ができない場合は、日本経済新聞に掲載いたし
ます。

上 場 証 券 取 引 所 大阪証券取引所　市場第二部

証 券 コ ー ド 5967

(ご注意)
１.株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口

座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっておりま
す。口座を開設されている証券会社等にお問合せください。株主名簿管理人 
(三菱UFJ信託銀行株式会社）ではお取り扱いできませんのでご注意くだ
さい。

２.特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ
信託銀行株式会社が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口
座管理機関（三菱UFJ信託銀行株式会社）にお問合せください。なお、三菱
UFJ信託銀行株式会社全国各支店にてもお取次ぎいたします。

３.未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行株式会社本支店でお支払
いいたします。

トピックス 株主メモ

〒556-0017　大阪市浪速区湊町二丁目1番57号

この報告書に関するお問合せは下記までお願いします。
管理部 TEL.06-6649-5967
http://www.tonetool.co.jp/

平成24年8月、河内長
野工場にショールームを
開設しました。総合カタ
ログ掲載製品を中心に約
4,000アイテムを展示し
ております。重量鉄骨や
大型トラックのホイール
などのデモ用部材を設置
し、実際に製品を使用していただける体験型施設として、代理
店や販売店の皆様の研修にもご利用いただいております。

また、ソケットレンチ、ラチェットハンドル371やシヤーレ
ンチなどのTONEを代表する製品の旧型品や歴史年表も展示し
ており、製品の変遷やTONEの歴史もご紹介しております。

東海道新幹線における東海地震などの
巨大地震に備えて進めている地震対策工
事用として、脱線防止ガード敷設用レン
チを開発し、活用いただいております。

本レンチは、1台で異なる複数のボル
ト締付けに対応することで高い作業効率
を実現しており、また、夜間工事対応

（LEDランプによる締付合否確認、低騒
音駆動）や、締付け結果の管理にも対応
し、安心・安全な暮らしをサポートして
おります。

■ ショールーム開設

■ ツールキャビン

■ 脱線防止ガード敷設用レンチ

Show Room

工具類の収納、移動から作
業台まで、マルチに使用可能
なキャスター付き工具収納具

「ツールキャビン」をリリース
いたしました。

天 面 には、内 部に 収 納 ス
ペースを設けたスライド開閉
式作業台を備えるなど、利便
性 を 確 保し な がら、ストッ
パー付の大型幅広キャスター、
引出しロック機能やボールベ
アリング式の引出しレールなどを採用することで、使い勝手と安
全性・強度の両立を実現。TONEコーポレートカラーの赤・黒・
シルバーをバランスよく配色することで、洗練されたデザインと
なっております。

New Product
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